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十月廿二日 十月廿五日 十月廿七日 十月三十日
一御裁判言渡謄本印紙料
〆
右之通リ御属候也
岩田かすへ後見人
岩田義太郎
明治廿三年十三月廿円
名古屋区裁判所取督判事西本殿
明治沼4年
[55J i貸金請求事件J(根室地方裁判所、 M24・10・10判決)
明治24年(リ)第29号
判決原本
北海道根室困根室郡平民質屋営業
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明治前期の芸娼妓関係判決(補選2) (村上)
原告 本間ス、
右訴訟代理人 内海義彦
全道全同全郡平民貸座敷波l仕
柳瀬ミツ
前全人夫
被告兼右訴訟代理人
小河千代造
右当事者間ノ貸金請求事件ニ付当地方裁判所ハ判決スルコト京ノ如シ
原告請求相立タズ訴訟費用ハ原告ノ負担タルベシ
事実
原告ハ明治廿四年一三月巾金式百瓦拾七円七拾瓦銭ヲ同年七月一三十円返済ノ約ヲ以
テ被告両名ニ貸付タルニ期限経過スルモ弁済ヲ了セサルニ依リ今般山訴及ヒタル
ニ被告ハ本訴貸金ノ)泉閃ニi朔リ被告カ義務ノ不履行ハ訴外今間色代等ノ娼妓廃業
ニ起閃スルヲ以テ乙第一号証ニ基キ更ニ返済)-j法ヲ議定シタル後ニ非サレハ原告
ノ請求ニ応シ難シト申v.ルモ亀代ノ廃業シタルハ全人ヨリ被告ニ係ル訴訟 h該J北
判ノ効果ニ依リ又長尾折野カ廃業セシハ乙第三号証ニアルカ如ク)忠被互ヒノ承諾
ニ出テ而テ該承諾ナルト同時ニ乙第一号証ノ約定ハ共ニ消滅シタルモノナレハ甲
第一号証ハ純乎タル借用証書ニシテ被告ノ弁済義務ハ己ニ明治廿四年じ凡三十一
円ヲ以テ発土シタリたスレハ原告当度ノ請求ハ老モ不当ノ廉7シ又被告カ提供ス
ル判取帳ノ内三片一円ヨリ全十一円迄四円四衿瓦銭ノ壬口ハ甲第一号証作成以前
民IJチ旧証券三百円ニ対スル入額ニシテ明治汁四年三月十九円付新証券ニ(祥係セズ
右ノ珂ー由ニシテ本訴弐百4拾七円七拾半;銭ニ対シ僅カニ八円4拾半銭ノ入金アル
ノミ依テ沌i帯残金式百四拾九円式出合銭ニ制限法ノ利子ヲ添へ速カニ弁f賞受度シト
:z:;フニアリ
被告ハ甲第一号証ヲ原告ニ交付スルト同時ニ乙第一号証ヲ原告ヨリ領収シ依テ被
告ハ乙号証契約二基キ明治廿同年三月ヨリ同月迄ノ問ニ合計金拾参円ヲ原告ニ入
金シタリ然、ルニ五月及ヒ六月ノ候今問亀代代長尾折野ハ引続キ娼妓廃業為シタル
ニ依リ甲第壱号証ノ義務ハ乙第一号吉正三項ノ明文ニ拠リ実際履行シ能ハサルモノ
トナリタリ故ニ原告ハ甲第一号証ノ残金積ヲ請求セント欲セパ則チ乙第一号証ノ
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契約二基キ被告ニ対シ更ニ返済力?去ヲ商議シ其弁済期限ヲ確定シタル後ニ非サレ
ノ義務ハ米タ発正取セサルモノトス而シテ原告ハ被告判取帳ノ四円四拾Ji銭
ハ甲第一号証作成即チ明治廿四年三月十九日以前ニ係ルヲ以テ本案市第一号証ニ
ハ管係セサル旨申Irレトモ其実際タルヤ市第一号証ト乙第一号証ヲ互ヒニ交換セ
シハ明治ニ十四年三月十九日ナルニ契約実千Jハ正月一日ニ始マル故ニ判取帳ハ即
チ三月一日ヨリ順ヲ追フテ記入シ原告ノ認印ヲ受ケタリ以上ノ理由ナルヲ以テ原
告当度ノ請求ニ応シ難シト云フニアリ
現由
原告提供スル甲第壱号証ハ純然タル借用証書ニシテ被告ニ於テ弁済ノ義務アルコ
トハ豪モ疑ヲ容レスト難モ原告ハ該証書ヲ受領シタルト同時ニ被告ニ対シ乙第壱
号証ヲ交付シタリ今該証契約ノ如何ヲ審究スルニ甲第壱号証標記ノ金額ハ元来信
用上ノ貸借ニシテ被告ノ返済方法ニ付テハ原告ニ於テ今間亀代外ー名ノ娼妓ヲ被
告方ニ寄留営業セシメ亀代等ニ対スル貸金ト娼妓揚代金ヨリ被告ニ対スル貸金ハ
i凶肴料ヲ以テ退済ニ充当セシメ而テ亀代等カ廃業又ハ寄留ヲ乞フモ彼等ノ
済迄ハ可成之ヲ抑留シ若シ事情不得止シテ廃業ニ至リシ時ハ被告ニ対スル貸金ハ
原告ニ於テ更ニ弁済方法ヲ協議スルトノ文詞アリテーハ原告ノ者1合ヲ計リーハ被
告ニ対スル，恩恵ノ旨趣ニ出テタルモノトス然リ而シ ノ所謂j闘肴料ナルモノ
ハ彼ノ娼妓揚代金トハ密着ノ管係ニシテ亀代等ノ廃業ハ其起因裁判ノ効果ニ依ル
ト或ハ原被ノ承諾ニ出ルト否トヲ問ハス其廃業シタルカ為メ被告ハ予期ノ酒肴料
ヲ得ル能ハス従テ債務履行ノ目的ヲ夫ヒ僅カニ金拾参円ノ外残額ノ義務ヲ履行シ
能ハサルニ至リシハ不得止ノ事実ナリトス況ヤ折野ノ廃業ハ原告ノ承諾ニ出テタ
ルコトハ乙第三号証書商ニ徴シテ明了ナルヲヤ果シテ然ラハ原告ハ残金弐百四扮
四円七拾五銭ハ乙第一号証三項ノ明文ニ基キ被告二向テ長二弁済方法ヲ議定セサ
ル可カラサルハ当然ナルニ事悲ニ山テス直ニ甲第一号証ニ拠リ受取残金請求ヲ為
シタルハ不当ナリトス将又原告ハ被告提供スル判取帳巾四円四拾五銭ノ廉ハ甲第
壱号証受領前ニ係ル骨申立ルモ被告ニ於テ乙第一号証ヲ授受セシハ明治廿四年二
月十九日ナルモ該契約ハ三月一日ニ始マルヲ以テ判取帳モ其順序ヲ追ヒ記入シタ
ル旨申立依之該判取帳ヲ閲スルニ「金壱円三拾銭三月一日分金壱円九拾銭ヨ月三日
受取金壱円弐拾五銭三月十一日受取」云々トアリテ如斯少額ノ金員ヲ僅々ノ日数問
ニ数回ニ弁償スルカ如キハ畢克乙第壱号証第二項ニ所謂「貴殿ニ於テ」云々「返済
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ノ道不相¥1.ニ付全人等〔娼妓今間亀代等ヲ云フ〕ノ稼高j凶肴料ヲ以テ返済ニ当テタ
ル者ニシテ以市其時々入金ス可キ事J云今ノ丈詞ニ適合ス左スレハ乙第一号証ハ仮
令三月十九日ノ日付ナルニモセヨ其契約ハ既ニ三月一日ヨリ尖1:Jシタルモノナレ
ハ判取帳中一日三日十一日三回ニ入金シタル四円四拾宜銭ハ則チ本訴弐門宜拾七
ノ内ニ弁済シタルモノト肴倣サ、ルヲ得ス依テ明治廿四年五月十九日
付ノ;新証券ニハ管係セストノjボ告ノ陳弁ハ採用セス
明治廿四年十月十円
根容ー地方裁判所民事部
裁判長判事
判事
判事
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